
北
前
船
の
資
料
館
と
し
て
公
開

　

河
野
集
落
は
、
往
時
の
北
前
船
交
易
で
繁
栄
し

た
船
主
邸
の
家
並
み
が
昔
の
ま
ま
の
姿
で
残
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
旧
河
野
村
で
は
北
前
船
の
歴
史

む
ら
づ
く
り
を
企
画
、
右
近
家
の
ご
理
解
と
ご
協
力

の
も
と
、平
成
二
年
に
本
宅
、庭
園
、西
洋
館
を
「
北

前
船
主
の
館
・
右
近
家
」
と
命
名
し
一
般
公
開
し

ま
し
た
。
内
部
外
観
と
も
文
化
財
的
価
値
も
高
く
、

資
料
展
示
は
、
右
近
家
の
北
前
船
交
易
の
歴
史
や
商

い
の
古
文
書
や
船
模
型
、
航
海
用
具
、
海
上
安
全
祈

願
の
船
絵
馬
、
ア
イ
ヌ
民
俗
な
ど
各
地
の
文
化
交
流

の
貴
重
な
資
料
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
度
、
皇
太
子
殿
下
の
ご
視
察
を
頂
き
光
栄

の
極
み
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
上
、
河
野
北
前
船
研

究
会
へ
激
励
の
お
言
葉
を
頂
き
感
激
し
ま
し
た
。

こ
れ
を
機
に
右
近
家
へ
の
来
訪
者
が
増
加
し
、
北

前
船
の
全
国
的
な
拠
点
と
し
て
交
流
が
広
が
る
こ

と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

（
河
野
北
前
船
研
究
会
長
：
右
近
了
一
）

皇
太
子
殿
下
右
近
家
ご
視
察

　

七
月
三
日
午
後
、
殿
下
の
お
召
自

動
車
は
予
定
五
分
前
に
右
近
家
前
に

ご
到
着
。
お
迎
え
の
右
近
家
親
族
・

小
中
学
生
な
ど
の
町
民
の
紹
介
に
う

な
ず
か
れ
な
が
ら
の
お
手
振
り
。
門

前
で
お
迎
え
の
町
議
会
議
長
・
右
近

家
当
主
・
右
近
家
保
存
等
に
功
績
の

あ
っ
た
副
町
長
や
町
議
会
議
員
を
紹

介
。
右
近
家
内
の
ご
視
察
の
後
、
北

前
船
研
究
者
と
の
懇
談
会
が
行
わ
れ

た
。
予
定
の
五
分
遅
れ
で
右
近
家
を

出
発
さ
れ
、
こ
れ
よ
り
ふ
れ
あ
い
会

館
ま
で
は
全
く
事
前
打
ち
合
わ
せ
の

な
い
ご
案
内
と
な
る
。
内
蔵
三
棟
・

外
蔵
四
棟
・
長
屋
門
を
説
明
さ
せ
て

頂
い
た
後
、
次
の
よ
う
な
こ
と
に
つ

い
て
ご
下
問
が
あ
っ
た
。

　
「
右
近
家
本
宅
の
建
築
年
代
」「
江

戸
時
代
の
消
防
手
押
ポ
ン
プ
な
ど
に

つ
い
て
い
る

印
（
右
近
家
の
船

旗
印
の
一イ

チ
ゼ
ン膳

箸
）」「
外
蔵
と
馬バ

シ
ャ
ク借

の

関
係
」「
沢
山
の
見
送
り
は
あ
り
が

た
い
が
小
学
生
は
？
」
な
ど
。

　

会
館
で
の
ご
休
憩
を
五
分
短
縮
さ

れ
て
玄
関
に
出
ら
れ
、
私
や
護
衛
の

人
達
を
無
視
さ
れ
て
国
道
を
横
断
、

大
歓
声
の
町
民
の
直
前
に
立
た
れ
て

お
声
を
か
け
ら
れ
た
の
に
は
ビ
ッ
ク

リ
。
住
民
か
ら
の
「
殿
下
、
お
体
は

大
丈
夫
で
す
か
」「
雅
子
様
、
愛
子

様
は
お
元
気
で
す
か
」な
ど
の
声
に
、

笑
顔
で
御
答
え
に
な
ら
れ
た
。
予
定

の
五
分
遅
れ
で
お
召
自
動
車
は
敦
賀

に
向
け
出
発
さ
れ
た
。

敦
賀
観
光
ホ
テ
ル
で
の
記
者
会
見

①
皇
太
子
殿
下
の
お
言
葉

「
古
く
て
立
派
な
右
近
家
で
は
資
料

を
見
せ
て
頂
い
た
り
、
学
芸
員
・
研

究
者
・
町
長
と
の
お
話
な
ど
か
ら
、

北
前
船
の
長
い
歴
史
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

河
野
・
今
泉
の
地
域
は
私
の
専
門
と

す
る
中
世
の
海
上
交
通
や
馬
借
活
動

の
拠
点
で
あ
る
の
で
、
以
前
か
ら
大

変
関
心
が
あ
り
、
今
回
直
接
見
聞
す

る
こ
と
が
で
き
て
嬉
し
く
思
い
ま
し

た
。
現
地
の
皆
様
方
に
温
か
く
迎
え

て
い
た
だ
き
感
謝
い
た
し
ま
す
。」

②
西
川
知
事
の
談
話

「
今
日
は
好
天
に
も
恵
ま
れ
、
多
く

の
県
民
が
殿
下
を
お
迎
え
で
き
た
と

思
い
ま
す
。
特
に
南
越
前
町
右
近
家

周
辺
で
は
、
町
民
の
直
前
ま
で
近
づ

か
れ
、
長
時
間
親
し
く
お
声
を
か
け

ら
れ
ふ
れ
あ
い
を
深
め
て
頂
き
、
殿

下
に
お
か
れ
ま
し
て
も
思
い
出
深
い

行
啓
と
な
ら
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。」

増
澤 

善
和

伝えたい

北
前
船
主
の
館　

右
近
家

　

右
近
家
は
、
江
戸
時
代
中

期
か
ら
明
治
中
期
ま
で
日
本
海

を
舞
台
に
、
北
海
道
と
大
阪
間

の
諸
港
を
結
ん
で
商
い
を
し
た

北
前
船
の
船
主
の
家
で
す
。
最

盛
期
に
は
、
北
前
船
五
大
船
主

に
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

右
近
家
の
建
物

　

一
連
の
建
物
は
、
旧
道
を
挟
ん
で
、
山
側
に
本

宅
と
三
棟
の
内
蔵
、
海
側
に
四
棟
の
外
蔵
が
建
て
ら

れ
て
い
ま
す
。
本
宅
は
、
明
治
期
に
天
保
時
代
の
建

物
を
拡
充
し
て
建
て
ら
れ
、
木
造
二
階
建
瓦
葺
き
で

切
妻
造
り
の
平
入
で
す
。
横
手
に
式
台
口
の
門
を
配

し
、
長
い
板
塀
で
本
宅
を
囲
っ
て
い
ま
す
。

　

内
部
は
、
選
り
す
ぐ
り
の
﨔
の
柱
や
、
杉
・
檜
・

米
松
の
良
材
を
使
い
、
商
家
と
し
て
豪
勢
さ
を
お

さ
え
た
格
調
高
い
造
作
で
、
上
方
風
の
建
築
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
奥
座
敷
の
奥
に
は
、
崖
を
借
景

に
北
前
船
が
各
地
か
ら
運
ん
で
来
た
銘
石
の
庭
園

が
あ
り
茶
室
も
あ
り
ま
す
。
海
側
に
は
、
長
屋
門

を
挟
ん
で
外
蔵
が
連
な
り
、
漆
喰
壁
を
下
見
板
で

覆
っ
て
い
ま
す
。
長
屋
門
は
、
海
に
向
か
い
開
か

れ
て
い
て
、
海
に
生
き
る
船
主
の
敬
け
ん
な
祈
り

を
表
す
河
野
独
特
の
構
え
で
す
。

　

背
後
の
山
上
に
は
、
昭
和
十
年
に
建
て
ら
れ
た

西
洋
館
が
あ
り
ま
す
。
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
の

二
階
建
で
、
外
観
は
一
階
が
欧
風
（
ス
ペ
イ
ン
）
二

階
が
北
欧
風（
ス
イ
ス
）の
丸
太
積
み
で
バ
ル
コ
ニ
ー

が
あ
り
、
内
部
は
和
洋
折
衷
で
す
。
さ
ら
に
山
上
へ

と
散
策
道
で
庭
園
を
回
遊
す
る
こ
と
が
出
来
、
最
高

台
に
は
四
阿
が
あ
り
日
本
海
を
一
望
で
き
ま
す
。


